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ゲートボールで交通安全を再確認

一第2回江府町交通安全ゲートボール大会－

1
0
月
1
9
日
、
「
第
2
回
江
府
呵

交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

が
呵
運
動
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

・
門
毯
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
に
先
立
ち
体
育
館
で
行
わ

れ
た
講
習
会
で
は
、
溝
口
警
察
署

の
西
垣
交
通
課
長
が
「
高
齢
者
の

交
通
安
全
に
つ
い
て
」
実
例
を
あ

げ
て
お
話
さ
れ
、
ま
た
映
画
を
み

て
、
目
と
耳
で
交
通
安
全
を
確
認

し
ま
し
た
。

年
々
増
加
す
る
高
齢
者
の
交
通

事
故
の
撲
滅
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
に
は
十

一
チ
ー
ム
、
七
十
二
名
が
参
加
し

て
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
、

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
相
互
親
睦

と
健
康
増
進
の
図
れ
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

．
．
∴
　
四
発行者

鳥取県江府町

電諭工履㈹75－2211

編集　総　務　課

印刷（有）富士印刷

江府町の人口

（10日31「1現在）

世帯数1224世帯
人　口　げ42人

前月比十川

（男）　㌍80
（女）　乙462

出　生　　　6
（男）　　　2
（女）　　　4

転　入　12
（男）　　　8
（女）　　　4

転　出　　　6

（男）　　　5
（女）　　1

死　亡　　　2

（男）　　　0
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四角形
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平
成
元
年
第
六
回
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町
議
会
定
例
会
■

町　　報

平
成
元
年
町
議
会
定
例
会
は
9
月
2
2
日
か
ら
8
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
昭
和
6
3
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
は
じ
め

町
長
提
出
の
2
4
議
案
及
び
各
常
任
委
員
等
に
よ
る
4
莞
議
案
に

つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

議
決
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

江　　府第228号

○
昭
和
六
十
三
年
度
江
府
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
昭
和
六
十
三
年
度
江
府
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

○
昭
和
六
十
三
年
度
江
府
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

○
昭
和
六
十
三
年
度
江
府
町
米
沢

財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

○
昭
和
六
十
三
年
度
江
府
町
神
奈

川
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

○
昭
和
六
十
三
年
度
江
府
町
江
尾

財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

○
昭
和
六
十
三
年
度
江
府
町
住
宅

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
昭
和
六
十
三
年
度
江
府
町
老
人

居
室
整
備
資
金
貸
付
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
昭
和
六
十
三
年
度
江
府
町
障
害

者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
昭
和
六
十
三
年
度
江
府
町
老
人

保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定○
昭
和
六
十
三
年
度
江
府
町
奥
大

山
国
民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋
運
営

事
業
会
計
決
算
認
定

○
昭
和
六
十
三
年
度
江
府
町
索
道

運
営
事
業
会
計
決
算
認
定

○
江
府
町
減
債
基
金
条
例
の
制
定

＊
同
基
金
を
新
設
す
る
も
の
で

す
。

○
江
府
町
索
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

＊
大
平
原
ス
キ
ー
リ
フ
ト
の
料

金
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
元
年
度
江
府
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）

＊
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
二
五
、

二
五
八
千
円
を
追
加
し
総
額
を

二
、
四
七
八
、
五
六
三
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
元
年
度
江
府
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）＊

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
四
、

八
五
二
千
円
を
追
加
し
総
額
を

二
九
八
、
九
六
四
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

○
平
成
元
年
度
江
府
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）＊

歳
入
歳
出
の
総
額
は
変
わ
ら

ず
、
歳
出
の
う
ち
水
道
事
業
費

六
四
八
千
円
を
追
加
し
予
備
費

を
六
四
八
千
円
削
減
す
る
も
の

で
す
。

○
平
成
元
年
度
江
府
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）

＊
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
、
八

〇
三
千
円
を
追
加
し
総
額
を
一

六
、
四
四
〇
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

○
平
成
元
年
度
江
府
町
索
道
運
営

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

＊
収
益
的
収
入
の
予
定
額
に
一
、

二
九
四
千
円
追
加
し
総
額
五
一
、

七
六
三
千
円
と
し
、
支
出
の
予

定
額
に
二
、
三
〇
〇
千
円
を
追

加
し
総
額
を
四
七
、
四
六
九
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
旧
慣
に
よ
る
公
有
財
産
の
使
用

権
廃
止

＊
俣
野
字
篠
谷
山
一
ノ
二
の
山

林
（
公
簿
面
積
四
二
八
、
一
八

八
2
m
）
　
の
内
、
二
、
一
六
五
が

を
広
域
基
幹
林
道
宝
仏
山
線
用

地
と
し
て
譲
渡
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

○
建
設
事
業
実
施
委
託
変
更
契
約

の
締
結

＊
日
南
地
区
（
江
府
町
地
内
）

公
社
営
畜
産
基
地
建
設
事
業
の
．

実
施
委
託
期
間
を
平
成
二
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
延
期
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

○
林
道
杉
谷
貝
田
線
開
設
工
事
請

負
契
約
の
締
結

＊
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、

（
有
）
川
端
組
と
契
約
金
額
四

三
、
〇
五
四
千
円
で
請
負
契
約

を
結
ぶ
た
め
の
も
の
で
す
。

〇
一
級
町
道
俣
野
富
市
線
道
路
改

良
工
事
請
負
契
約
の
締
結

＊
指
各
競
争
入
札
に
よ
り
、

（
有
）
江
川
組
と
契
約
金
額
五

⑳

七
、
二
六
八
千
円
で
請
負
契
約

を
結
ぶ
た
め
の
も
の
で
す
。

○
教
育
委
員
の
任
命

＊
別
掲

○
総
務
常
任
委
員
会
の
調
査
に
つ

い
て

○
経
済
建
設
常
任
委
員
会
の
調
査

に
つ
い
て

○
教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
調
査

に
つ
い
て

○
リ
ゾ
ー
ト
等
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
の
設
置

教
育
委
員
に

川
上
卓
雄
氏

を
再
任

九
月
三
十
日
任
期
満
了
と

を
る
江
府
町
教
育
委
員
会
委

員
に
、
川
上
卓
雄
氏
（
美
用
）

が
任
命
さ
れ
第
六
回
町
議
会

定
例
会
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

川
上
氏
は
昭
和
五
十
六
年

か
ら
連
続
三
期
日
。
任
期
は

四
年
間
で
す
。
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

1
0
月
1
7
日
、
東
郷
町
で
開
催
さ
れ
た
第
41
回
鳥
取
県
統
計

大
会
に
お
い
て
平
成
元
年
度
統
計
功
績
者
表
彰
が
行
を
わ
れ
、

本
町
か
ら
も
特
に
統
計
調
査
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団

体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
及
び
団
体
は
次
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

全
国
統
計
協
会
連
合
会
長
表
彰

（
調
査
員
）

通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計

部
長
表
彰

（
商
業
統
計
調
査
統
計
実
務
者
）

氏

（新二）

藤節夫氏
（新二）

安

〔
調
査
員
歴
〕

生
田
氏
は
、
昭
和
三
十
二
年

か
ら
現
在
ま
で
ほ
と
ん
ど
毎
年

各
種
統
計
調
査
に
調
査
員
と
し

て
従
事
さ
れ
、
特
に
国
勢
調
査
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
は

指
導
員
と
し
て
ご
尺
、
力
い
た
だ

く
な
ど
、
本
町
に
お
け
る
統
計

調
査
に
は
欠
か
せ
ぬ
人
材
で
あ

り
ま
す
。

最
近
十
年
間
に
お
い
て
も
、

延
べ
六
十
六
調
査
で
調
査
員
又

は
指
導
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

通
商
産
業
大
臣
表
彰

（
商
業
統
計
調
査
事
業
所
）

安
藤
　
商
店
殿
（
新
三

（
商
業
統
計
調
査
団
体
）

江
　
府
　
町

㊨　自転車の安全な乗り方㊨
㊥　と運転マナーを習得㊧

江尾小学校で

交通安全自転車教室

9
月
3

0
日
、
江
尾
小
学
校
（
竹

中
一
郎
校
長
、
全
児
童
数
一
四
九

名
）
に
お
い
て
、
「
交
通
安
全
自
転

車
教
室
」
が
行
を
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
交
通
死
亡
事
故
が
多
発

し
、
県
内
西
部
に
お
い
て
も
交
通

事
故
多
発
警
報
が
発
令
さ
れ
る
を

ど
交
通
事
故
数
の
増
加
に
は
目
を

み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
交
通
安
全
の
大
切
さ

を
い
ま
一
度
児
童
に
認
識
さ
せ
よ

う
と
全
校
児
童
を
集
め
て
行
を
わ

れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
講
習
会
で
は
、
ま
ず
映
画

を
み
て
交
通
安
全
の
た
め
日
常
生

活
で
注
意
し
な
け
れ
ば
在
ら
な
い

こ
と
を
学
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、

溝
口
警
察
署
交
通
課
の
有
馬
巡
査

部
長
が
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

に
つ
い
て
実
際
に
自
転
車
を
使
っ

て
わ
か
り
易
く
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
、
七
月
に
マ
マ
さ
ん
自

転
車
大
会
に
出
場
さ
れ
た
お
母
さ

ん
方
に
よ
り
、
体
育
館
に
作
ら
れ

た
実
際
の
コ
ー
ス
を
使
っ
て
正
し

い
自
転
車
の
乗
り
方
の
手
本
が
示

さ
れ
、
鮮
や
か
を
ハ
ン
ド
ル
さ
ば

き
と
運
転
マ
ナ
ー
に
全
員
柏
手
を

お
く
り
、
講
習
を
終
え
ま
し
た
。

▲お母さん万による自転事の安全な

乗り方の模範指導

▼自転車を使っての安全指導
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＊
歳
入

昭
和
六
十
二
年
度
に
比
べ
て
三

千
二
百
六
十
一
万
円
（
対
前
年
比

一
〇
一
二
二
四
％
）
　
の
増
加
と
在

っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は
十
六
億
七
千
五
百

八
万
八
千
円
で
あ
り
全
体
の
六
八

・
二
％
を
し
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
言
う
ま
で
も
を
く
、
中
国
電
力

㈱
俣
野
川
揚
水
発
電
所
に
よ
る
固

定
資
産
税
が
大
半
を
占
め
、
そ
の

額
は
十
億
七
千
六
十
二
万
三
千
円

で
自
主
財
源
の
六
三
・
九
％
を
占

め
、
自
主
財
源
基
盤
の
根
幹
を
を

し
て
い
ま
す
。

町
税
は
総
額
十
三
億
九
百
三
十

六
万
三
千
円
で
全
体
の
五
三
二
二

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳

は
次
の
と
お
り
で
す
。

決算

第228号

一般会計

5千869万3千円

9千971万円

ー9
5

537
TT
＝
U
「
－
し

町
民
税一

億
一
千
百
六
十
三
万
三
千
円

（
八
・
五
％
）

固
定
資
産
税

十
一
億
五
千
九
百
十
五
万
九
千
円

（
八
八
・
五
％
）

軽
自
動
車
税

六
百
六
十
六
万
一
千
円

（
〇
・
五
％
）

た
ば
こ
消
費
税
　
．

一
千
八
百
六
十
八
万
一
千
円
）

二
・
四
六
％
）

電
気
税一

千
二
百
七
十
九
万
三
千
円

（
一
・
〇
％
）

木
材
引
取
税

七
万
五
千
円
（
〇
・
〇
一
％
）

特
別
土
地
保
有
税

三
十
六
万
円
（
〇
・
〇
三
％
）

＊
歳
出

昭
和
六
十
二
年
度
に
比
べ
て
九

千
七
百
五
十
万
二
千
円
（
対
前
年

比
一
〇
四
二
一
％
）
　
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

性
質
別
の
内
訳
を
構
成
比
で
み

ま
す
と
、
建
設
事
業
費
が
二
八
・

八
％
で
ト
ッ
プ
、
つ
い
で
人
件
費
、

公
債
費
と
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
目
的
別
に
み
て
み
ま
す

と
総
務
費
が
一
七
・
四
％
で
ト
ッ

プ
、
つ
い
で
農
林
水
産
業
費
、
公

債
費
と
を
っ
て
い
ま
す
。

．
前
年
と
比
較
し
て
増
加
が
著
し

い
の
は
、
農
林
水
産
業
費
（
対
前

年
比
一
四
一
％
）
、
総
務
費
（
対
前

年
比
一
二
六
％
）
　
で
す
。

農
林
水
産
業
費
は
、
主
と
し
て

は
場
整
備
事
業
へ
栗
尾
地
区
・
下

安
井
地
区
）
、
農
道
整
備
（
瓜
莱
沢

農
道
）
林
道
開
設
事
業
（
杉
谷
、

貝
田
、
袋
原
線
）
　
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

総
務
費
に
は
、
チ
ロ
ル
の
里
の

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
「
ふ
る
里
の
鐘
」

設
置
工
事
、
泉
源
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
債
費
は
前
年
度
に
対

し
て
九
〇
・
五
％
と
減
少
し
、
公

債
費
比
率
（
公
債
の
一
般
財
源
に

占
め
る
割
合
）
も
一
三
二
％
と

減
少
し
、
好
ま
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
昭
和
六
十
二
年
度
県
下
市
町
村

平
均
一
四
・
五
％
）

公
債
費
は
、
義
務
的
経
費
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
実
施
し
て

き
た
事
業
の
借
入
金
の
返
済
に
充

て
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
意
味
に

お
い
て
は
投
資
的
な
性
格
を
持
つ

も
の
で
す
。
こ
れ
を
含
め
ま
す
と

投
資
的
経
費
は
全
体
の
四
四
・
二

％
を
占
め
、
い
か
に
多
く
の
事
業

が
実
施
さ
れ
て
き
た
の
か
が
わ
か
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昭和63年度
歳入　24億

歳出　23億

り
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
に
は
、
地
域

開
発
計
画
に
基
づ
き
重
点
施
策
を

配
慮
し
そ
が
ら
、
電
源
地
域
開
発

事
業
、
泉
源
開
発
事
業
、
住
宅
団

地
選
定
土
地
開
発
公
社
発
足
、
ふ

る
里
の
鐘
建
設
事
業
、
林
道
貝
田

杉
谷
線
着
工
、
共
同
労
役
保
険
助

成
制
度
の
発
足
、
ふ
る
さ
と
創
生

基
金
、
公
共
施
設
等
建
設
基
金
の

新
設
等
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

江　　府　　町　　報

自
主
財
源
の
確
立
が
本
町
の
財

政
上
に
お
い
て
歴
史
的
事
実
と
な

っ
た
現
在
、
公
債
比
率
一
三
・
一

％
、
依
存
財
源
比
率
三
〇
・
八
％
、

経
常
収
支
比
率
七
〇
二
二
％
、
財

政
力
指
数
〇
・
六
五
％
、
実
質
収

支
比
率
四
・
〇
％
等
大
幅
に
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
江
府
町
歳
入

歳
出
決
算
審
査
意
見
書
で
は
総
括

と
し
て
「
昭
和
六
十
三
年
度
予
算

の
執
行
に
当
っ
て
は
最
大
の
努
力

を
傾
注
さ
れ
、
経
常
収
支
、
実
質

収
支
と
も
黒
字
決
算
と
在
り
町
当

局
の
ご
努
力
に
対
し
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。

（
中
略
）
財
政
事
情
は
依
然
と
し

て
厳
し
く
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
益

々
多
様
化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
行
政
機
構
の
確
立
と
計

画
的
な
行
政
運
営
に
よ
り
町
民
本

意
の
行
政
に
留
意
し
を
が
ら
、
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
活
性
化

の
た
め
の
最
大
の
努
力
を
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
ま
す
。
」
と
決
算
結
果

を
ふ
ま
え
て
今
後
の
要
望
が
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

町
（単位千円）

険　　歳入292，270
歳出　250，418

業　　歳入　42，142
歳出　39．607

区　　歳入　9，480
歳出　　9．247

区　　歳入　15，435
歳出　15，352

区　　歳入　　　992
歳出　　　203

歳入　12，026
歳出　11，107
歳入　　8，622
歳出　8，108
歳入　　3，397
歳出　　3，389
歳入　379，912
歳出　374．324

（単位千円）

収入112，919
支出112、877

◇特別会計決算◇

国　民　健　康　保

簡　易　水　道　事

米　　沢　　財　　産

神　奈　川　財　産

江　　尾　　財　　産

住宅新築資金等貸付事業

老人居室整備資金貸付事業

障害者住宅整備資金貸付事業

老　　　人　　　保　　　険

◇企業会計の決算◇

国民宿舎山荘甘酒茶屋事業

業　望会……：慧
索　　　道　　　事
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江　　府　　町　　報

平成元年度上半期

財政状況報告

財産表　′附け日．　積立基金…「一日

lく　 分 縄　 目 数　 一■L

行政肘権 l二　地 91．926n†

ケ 建　 物 14，940mで

公卿 かモ 1：地
1．192，897 汀r

〃 建　 物 18 ．930 m†

翫鍬瞳 t：地 3，757．457 nイ

その他 4．632 H l】

基　 合　 名 現 在．豆；

財　 調　 基　 金 251．863

公 有林 野 逓 金 122 ．6㈲

1二他 聞 登 基金 10．1卯

運動公園運京基金 弧 000

集落 経 ■京基 金 487 ．982

特別導入事業基金 5 ．348

公共施設等建設基金 158 ，7師

ふるさと副生基金
20 ．200

′？　 ．汁 】．】C7．063

一般会計財政状況

●

平成元年11日511発行－（61

平成元年4月1日から平成元年9月30日

までにみなさんが納められた税金や国から

いただいた地方交付税などがどのくらい入

り使われたかを図表に表わしました。

町税の調定と収入　r冊H・公債費及び‾鞘入金軸亮■器諾
税　 目 調 定 額 収 入 御 徴 収 や

町　 民　 税 10 1 ．75 8 5 5 、54 1

】 54 ．6

肘 定 資 確 税 1 ．0 93 ．29 6 5 58 ．4 13 5 1 ．1

椎 日 動 ・担税 6 ．8 8 0 6 ．8 18 9 9 ． 1

た ：f ニ 税 ト＋丁十小 7 ．0 82 80 ．6

滝　 第　 校 2 ．36 4 2 ．3 64 100 ．0

特 別 俣 〟 税 36 0 3 60 100 ．0

巨 ・汁 1 ．2 13 ．44 8 63 0 ．57 8 5 2 ，0

巨　 ）ナ　　　 上 か lく　 分 全　 部

一　 般　 公 共 ：う．8∩2 過　 疎　 対　 策 1 177．861

・招 il 紬 3 1．り75 地　 域．改 ．■年 156．348

公武 lH 週 詔 64 JiH 臨日．粧 冊 倒 13．093

兼　 務　 教 ff 76 ．6rIS 甥　　　 整 日．（142

二ノく l 復 IH 25，ひ1り 材　 j■lか　 対 策 24．7訓

椴 l砧　 棄 15 ．214 llt　往　 け　 粂 13．3rn

Jゾ ‘ト　礼ミ　址 2、い．6日ニ そ　 ノ）　 他 4種 ．8封

転　 1†　 情 12．118 ′、　　 ．汁 2．罰丁．訂1

l附 け 入 金

予算額2，478563千円収入満額1，007．419千円（40．6％）

一般財源（予算凱7乳813千円　収入済額9札0乃千円5．2％）

1．214．993丁▲I】】

631，016千・円51．9％

4C3．280hH

58．983rl】】

58．983丁・lリ

財　確　収　入　36．662f・円
地　方　謙　一li　梢　27．14さけ日
日勅車噺等税交付金13．00C千円
利子割交付金　4．189押i
州別射共施設所在
市町村即成交付金

寄　　附　　金　l叶ll】

．汁　81．557千日

1C．496千日　28．6％
5．832千円　21．5％
5．1757・HJ　39．8％

Il・94叶M　46■3％

23．44371Ii　28．7％
H　二二二「■■二日－■ニール－　一一一一ノ

特定財焉（予算額719，7知千円、収入済頼　37，M千円　52％）

11．697tlリ　4．2％

55．139日リ

ア．587f・H

l3．8％

分損金及O n川合51．40C印丁

．二　　　∴∴昌
便椚田及　手放閏8，807刊り
畑安領憧特別交付金1．COC千円

．汁131．374丁・lリ

日．165f・lII21．7％
4．棚C什Jll，4％

2．461押127．9％
43日刊43．4％

／

町　税l尉抽朋賛

纏　越　食l公fl■己　でi

諸

　

　

　

　

　

そ ハ　他

予算額2，4札泊千円支出溝頴恥462千円（27．糊）

377．479丁・llj

－58．3郁叶日　日∴う％

78．235rlリ　ニiこう．1％

59．682†一日　31．2％

16．節目「H H．1％

－　25．297丁・日　日．2％

3．前日　＝■】2．1％

衛′曇三・腔113025什JlrL柳H目　前．頼
議会■押　59．678丁・ll129．191rll；聴．〔j％
商工・柁　57．877什13し321†・H　52．、悌
予備■僅　　8．14日・目
差働一作　2．997什J l牒評刊　二正純

ド十　狐722日11日日1牒日刊

＼　　」 二二：－　－　　j
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園
－
を
知
る
週
間
．
日
月
日
日
～
冒

社
会
を
支
え
る
税
の
行
方

P
区

幸町府江

わ
た
し
た
ち
が
生
活
し
て
い
く

た
め
に
は
、
警
察
や
消
防
な
ど
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
、
道
路
や
公
園
を

ど
の
公
共
施
設
が
必
要
で
す
。

個
人
や
民
間
で
行
う
に
は
困
難

を
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
の

整
備
を
担
当
す
る
の
が
、
国
や
地

方
公
共
団
体
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
活
動
に
必
要
を
資
金
が
、
わ
た

し
た
ち
の
税
金
な
の
で
す
。
単
に

義
務
だ
か
ら
税
金
を
納
め
る
と
い

う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
に
在
っ
て
い
て
、
ど

う
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
よ
く
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る

社
会
保
障
関
係
費

平
成
元
年
度
の
歳
出
総
額
は
、

六
十
兆
四
千
百
四
十
二
億
円
で
、

こ
れ
は
昭
和
五
十
年
度
に
比
べ
、

約
二
・
九
倍
と
在
っ
て
い
ま
す
。

内
訳
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
が
、

地
方
交
付
税
交
付
金
、
国
債
費
に

次
い
で
、
社
会
保
障
関
係
費
が
三

番
目
に
多
い
の
が
目
に
つ
き
ま
す
。

黒雲豊i60兆九14婚円

平成元年度の歳出の内訳

食Il管増賢

現
在
、
一
人
の
お
年
寄
り
を
支

え
て
い
る
働
き
手
の
数
は
五
・
九

人
で
す
が
、
三
十
年
後
に
は
働
き

手
二
・
三
人
で
一
人
の
お
年
寄
り

を
支
え
な
け
れ
ば
在
ら
な
く
な
り

ま
す
。
こ
う
し
た
高
齢
化
時
代
の

老
人
医
療
、
福
祉
を
支
え
る
の
が

社
会
保
障
関
係
費
。
五
・
九
人
に

一
人
か
ら
二
二
二
人
に
一
人
と
い

う
数
字
は
、
豊
か
な
社
会
を
維
持

す
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
が
税

負
担
に
よ
っ
て
果
た
す
社
会
的
連

帯
の
責
任
を
意
味
し
て
い
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

小
学
生
一
人
に

年
間
約
五
十
万
円

公
共
事
業
関
係
費
で
は
、
道
路

整
備
の
予
算
が
約
三
〇
％
と
最
も

大
き
く
、
以
下
、
治
山
泊
水
対
策

事
業
、
下
水
道
環
境
衛
生
等
施
設

整
備
、
農
業
基
盤
整
備
、
住
宅
対

策
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

文
教
お
よ
び
科
学
振
興
費
の
う

ち
文
教
予
算
で
は
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
金
が
約
半
分
を
占
め
て

い
ま
す
。
国
と
地
方
公
共
団
体
を

合
わ
せ
た
公
立
学
校
の
生
徒
一
人

当
た
り
の
年
間
教
育
費
負
担
額
は
、

小
学
校
五
十
万
八
千
円
、
中
学
校

五
十
六
万
一
千
円
（
昭
和
六
十
一

年
度
ベ
ー
ス
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
交
通
遺
児
育
成
資
金
貸
付
並
び
に
重
度

後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
の
ご
案
内
」

（
政
府
出
資
法
人
）
自
動
車
事

故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
動
車

事
故
に
よ
っ
て
死
亡
さ
れ
た
方
、

又
は
重
度
の
後
遺
障
害
者
と
な
ら

れ
た
方
の
お
子
さ
ん
（
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
中
学
生
ま
で
）
　
に
対
し
て
次

の
条
件
で
、
無
利
子
の
育
成
資
金

を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

貸
付
申
込
み
者
…
…

そ
の
お
子
さ
ん
を
扶

養
し
て
い
る
保
護
者

貸
　
付
　
金
　
額
…
…

は
じ
め
に
一
時
金
十

三
万
五
千
円
、
毎
月

一
万
六
千
円
、
入
学

支
度
金
三
万
七
千
円

年末調整説明会
と　き11月21日（火）

13：30～16：00

ところ　溝口町中央公民館
対象者　溝口町・江府町・日

野町に所在する徴収
義務者（官公庁・個
人青を除く）
〈米子税務署〉

貸
　
付
　
期
　
間
…

貸
付
が
決
定
し
た
月

か
ら
中
学
卒
業
の
月

ま
で

返
　
還
　
期
間
…
…

中
学
卒
業
後
、
一
年

据
え
置
い
て
か
ら
月

賦
に
よ
る
二
十
年
以

内
の
均
等
弘
で
返
還
。

但
し
、
高
校
・
大
学
へ

進
学
し
た
場
合
は
、

在
学
中
返
還
を
猶
予
。

又
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
動
車
事

故
に
よ
っ
て
重
度
の
後
遺
障
害
者

と
な
ら
れ
た
方
に
対
し
て
介
護
料

の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

支
　
給
　
額
…
…

入
院
介
護
の
場
合

日
額
三
千
八
百
円

自
宅
介
護
の
場
合

日
額
一
千
九
百
円

詳
し
く
は
、

鳥
取
市
丸
山
町
二
一
九
の
一

政
府
出
資
法
人
　
（
運
輸
省
所
管
）

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

鳥
取
支
所

℡
〇
八
五
七
l
一
四
－
〇
八
〇
二

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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大
山
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ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈹

平成元年11月5日発行

特
産
品
　
「
わ
さ
び
御
膳
」

報町府

江
府
町
農
協
農
産
加
工
所
か
ら

「
わ
さ
び
」
を
原
料
と
し
た
特
産

品
『
わ
さ
び
御
臍
』
が
新
発
売
さ

れ
、
ギ
フ
ト
商
品
や
み
や
げ
品
と

し
て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

菓
わ
さ
び
し
ょ
う
ゆ
漬
、
わ
さ

び
味
噌
、
わ
さ
び
海
苔
、
棄
わ
さ

び
か
す
漬
、
薬
わ
さ
び
甘
酢
漬
、

葉
わ
さ
び
味
噌
あ
え
の
6
種
類
で

6
個
入
り
セ
ッ
ト
三
千
円
、
三
個

人
り
セ
ッ
ト
千
五
百
円
の
大
小
二

セ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
協
各
店
舗
で
取
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。

とりたての新鮮がピリッピリ「わさび御膳」

選
挙
一
口
メ
モ
㈲
マ
ン
ガ
編

語草　弼
〆　 ′㌧

′　 〃　 ′ l
U L
く ど
■ゴ

t l

Q
　
∴
∵
㍉
∵

す
。
も
し
、
国
民
年
金
の
障
害
年

金
を
う
け
る
よ
う
に
を
る
と
遺
族

年
金
は
ど
う
在
り
ま
す
か
。

A
新
年
金
制
度
で
は
各
年
金

制
度
を
問
わ
ず
「
一
八
一

年
金
」
が
原
則
と
在
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
則
は
、
一
方
が
旧
年
金
制
度

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
で
あ

っ
て
、
他
方
が
新
年
金
制
度
か
ら

支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
で
あ
っ
て

も
適
用
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
在
り
ま
す
と
、
今
受
給
し
て

い
る
遺
族
年
金
と
両
方
を
受
給
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
ど
ち
ら
か
一

方
を
受
け
、
他
方
は
停
止
と
な
り

ま
す
。

検
察
審
査
員
候
補
者
選
定

の
た
め
の
調
査
に
ご
協
力
を
′

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
検
察

審
査
会
の
審
査
員
候
補
者
を
選
定

江
府
町
選
挙
管
理
委
員
会

す
る
た
め
、
候
補
者
の
予
定
者
と

在
っ
た
方
々
に
職
業
を
ど
の
調
査

Soumu
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平成元年11月5日発行－等228号

▼
保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と
…
”
目
の
成
人
病
〃
に
気
を
つ
け
て

町　　報江　　府

1
0
月
1
0
日
は
、
目
の
愛
護
デ
ー

で
し
た
。

み
な
さ
ん
の
目
の
調
子
は
い
か

が
で
す
か
。

今
回
は
”
目
″
の
健
康
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
〝
成
人
病
″
と
聞
く

と
、
誰
も
が
脳
卒
中
・
心
臓
病
・

ガ
ン
な
ど
と
い
っ
た
病
気
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
が
、
四
十
歳
を
す
ぎ

る
と
、
私
た
ち
の
か
ら
だ
に
は
、

老
化
現
象
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
を

変
調
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。
で

す
か
ら
、
目
の
機
能
に
も
老
化
現

象
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。

新
聞
な
ど
の
細
か
い
活
字
を
追

っ
て
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
イ

ラ
イ
ラ
し
た
り
、
本
を
読
む
の
が

お
っ
く
う
に
を
っ
た
と
い
う
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

実
は
、
こ
れ
が
目
の
老
化
を
知
ら

せ
る
第
一
の
シ
グ
ナ
ル
で
す
。

目
の
中
の
水
‖
冊
体
が
硬
く
在
っ
て

ふ
く
ら
む
力
が
を
く
在
り
、
焦
点

が
遠
く
を
る
こ
と
。
こ
れ
が
老
視

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
正
体
で

す
。〝

H
の
成
人
病
″
と
い
わ
れ
る

も
の
に
は
、
老
視
の
ほ
か
に
も
、

水
‖
胴
体
が
に
ご
っ
て
く
る
n
内
陣

（
‖
そ
こ
ひ
）
・
目
の
中
を
循
環

し
て
い
る
房
水
の
出
口
が
ふ
さ
が

っ
て
眼
圧
が
異
常
に
高
く
を
る
緑

内
障
（
青
そ
こ
ひ
）
、
血
管
の
老
化

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
一
連

の
病
気
の
眼
底
疾
患
を
ど
が
あ
り

ま
す
。

目
の
老
化
を
知
ら
せ
る
シ
グ
ナ

ル
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

遅
か
れ
、
早
か
れ
老
視
は
誰
に
で

も
訪
れ
て
く
る
も
の
で
す
。

そ
れ
を
我
慢
し
て
、
無
理
に
老
眼

鏡
を
使
わ
告
い
で
い
る
と
、
目
の

筋
肉
が
疲
れ
て
肩
こ
り
や
頭
痛
と

い
っ
た
症
状
を
ひ
き
起
こ
す
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。

「
見
え
づ
ら
く
な
っ
た
を
あ
～
」

と
思
っ
た
ら
、
見
栄
を
は
ら
な
い

で
早
口
に
l
眼
科
を
訪
れ
て
診
断
を

受
け
、
自
分
の
目
に
合
っ
た
老
眼

鏡
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。

そ
の
際
、
口
の
調
節
力
は
五
十
歳

ご
ろ
ま
で
徐
々
に
衰
え
て
い
き
ま

す
の
で
、
は
じ
め
か
ら
あ
ま
り
高

価
を
老
眼
鏡
を
胃
ハ
い
求
め
ら
れ
る

の
は
考
え
も
の
だ
と
…
心
い
ま
す
。

丈
、
少
を
く
と
も
二
－
三
年
に
一

度
は
必
ず
検
査
を
受
け
て
度
数
を

調
節
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

老
化
現
象
は
、
誰
に
も
あ
ら
わ

れ
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
ス
ピ
ー

ド
の
速
い
遅
い
に
は
、
個
人
差
と

と
も
に
、
そ
の
人
の
生
活
の
在
り

方
も
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

か
ら
だ
全
体
の
老
化
を
遅
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
目
の
老
化
も

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

若
い
時
か
ら
、
摂
生
に
努
め
、
規

則
的
な
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

田
帆
胃
帆
白
面
釦

窃
公
金
⑩
喧

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

十
二
月
上
旬
に
電
話
又
は
は
が
き

に
よ
り
お
問
い
合
わ
せ
い
た
し
ま

す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

検
察
審
査
会
制
度
に
つ
い
て
詳

し
い
こ
と
を
お
知
り
に
在
り
た
い

方
は
、
当
選
挙
管
理
委
員
会
又
は

米
子
検
察
審
査
会
事
務
局
（
℡
0

8
5
9
・
2
2
・
2
2
0
5
）
　
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
捜
査
に
ご
協
力
を
′
』

☆
十
一
月
は
指
名
手
配
犯
人
捜
査
強
化
月
間
で
す
★

九
月
禾
現
在
、
全
国
で
指
名
手

配
さ
れ
て
い
る
犯
人
は
三
、
八
〇

〇
余
名
に
上
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
犯
人
は
殺
人
、
強
盗

等
の
凶
悪
犯
を
は
じ
め
、
暴
行
、

傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
を
ど
の
各
種

犯
罪
を
行
い
、
再
び
犯
行
を
繰
り

返
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
で
、
い

ず
れ
も
み
な
さ
ん
の
平
和
な
生
活

を
脅
か
す
者
で
す
。

こ
の
た
め
警
察
で
は
全
国
警
察

の
総
力
を
挙
げ
て
犯
人
の
逮
捕
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

犯
人
を
早
く
検
挙
す
る
た
め
に
は

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
娃
非
と
も

必
要
で
す
。

本
年
一
～
六
H
中
、
全
国
で
み

な
さ
ん
の
通
報
を
ど
に
よ
り
一
一

二
名
の
犯
人
を
逮
捕
し
、
ま
た
昨

年
十
一
月
の
H
間
に
は
凶
悪
犯
を

含
め
八
九
人
も
の
犯
人
を
逮
捕
し

て
い
ま
す
。

○
指
名
手
配
犯
人
に
よ
く
似

た
人
を
見
掛
け
た
。

〇
八
日
を
気
に
し
て
隠
れ
る

よ
う
に
生
活
し
て
い
る
。

な
ど
、
指
名
手
配
に
関
係
あ
る
と

L思
わ
れ
る
情
報
を
ど
に
つ
い
て
は

一
一
〇
番
か
最
寄
り
の
警
察
署

（
派
出
所
、
駅
在
所
）
に
お
知
ら

せ
下
さ
い
。
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3日濫平成元年11日5日発行

人の動き

悔
10月届出

10月中寄託分

洲
河
崎
　
安
江
小
枝
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
長
尾
　
克
人
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
小
峯
　
勝
公
　
殿

（
母
菊
枝
様
退
院
）

本
一
田
口
　
俊
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

町　　報江　　府

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

袋
　
原
　
宿
水
理
紗

本
　
三
　
岡
本
　
茜

本

一

森

　

千

咲

本

一

小

林

莱

紀

池
の
内
　
藤
原
由
範

本

一

加

藤

力

也

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

■
香
典
返
し
と
し
て

大
河
原
　
野
田
　
克
人
　
殿

均
長
女
　
　
　
　
　
（
母
　
便
意
様
ご
逝
去
）

健
二
二
女
　
　
吉
　
原
　
清
水
　
要
範
　
殿

幸
広
二
女

健
治
長
女

泰
久
二
男

優
　
長
男

鷲
見
　
　
知
‖

加
藤
　
泰
子

∵
二
二

∴
∴
二

西
伯
郡
大
山
町

柿
原
か
ら

日
野
郡
溝
口
町

下
蚊
屋
か
ら

富
市
か
ら

東
伯
郡
赤
碕
町

第228号

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

大
河
原
野
田
俊
藩
7

1
歳
克
人
宅

吉
原
清
水
ま
す
よ
7
9
歳
要
範
宅

（
母
ま
す
よ
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

久
　
連
　
徳
岡
ト
ミ
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
川
上
　
慶
恵
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
二
　
野
田
　
　
茂
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
松
原
　
孝
史
　
殿

（
次
女
貴
恵
様
退
院
）

吉
　
原
　
遠
藤
　
克
美
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新

一

足

立

一

夫

　

殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
各
務
　
英
明
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
九
月
末
累
計
額

一
、
三
三
九
、
一
八
三
円

2
、
十
月
中
寄
託
分

一
九
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
四
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
一
五
五
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
出
額
　
　
な
し

4
、
十
月
末
累
計
額

一
、
五
三
四
、
一
八
三
円

役場の宿直者が変りれた。
役場宿直業務（従来職員2

名）を、11月1日より職員の

の宿直を廃止し、警備員2名

で行っています。

職員への電話の取り継ぎ等

ご迷惑をおかけするかも知れ

ませんが、ご理解ご協力の程

お願いいたします。

㊤
㊥
㊥
㊦
㊥
⑲

代
金
引
換
郵
便

最
近
、
県
内
で
代
金
引
換
郵
便

を
悪
用
し
、
注
文
し
て
い
な
い
商

品
を
一
方
的
に
送
り
付
け
る
と
い

う
、
悪
質
を
手
口
の
商
法
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
発
生
し
ま

し
た
。
苦
情
の
内
容
は
次
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

美
容
院
あ
て
に
代
金
引
換
の
郵

便
小
包
が
送
ら
れ
て
き
た
。
不
審

に
思
い
な
が
ら
も
、
代
金
一
万
三

千
円
を
支
払
っ
て
受
け
取
り
、
開

封
し
た
ら
、
注
文
し
た
覚
え
の
を

い
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
だ
っ
た
。
郵
便

局
に
申
し
出
た
が
、
返
金
し
て
も

ら
え
を
か
っ
た
。

こ
の
商
法
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ

プ
シ
ョ
ン
　
（
一
方
的
に
商
品
を
送

り
付
け
る
商
法
）
　
と
呼
ば
れ
、
さ

ら
に
代
金
引
換
郵
便
制
度
を
悪
用

－
受
け
と
る
と
き
は

慎
　
重
　
に
　
－

し
た
巧
妙
な
も
の
で
す
。

勝
手
に
送
り
付
け
ら
れ
た
商
品

は
、
代
金
を
払
う
こ
と
も
、
ま
た

商
品
を
返
送
す
る
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。
1
4
日
（
販
売
業
者
に
引
取

請
求
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
日
か

ら
7
日
）
を
経
過
す
れ
ば
自
由
に

処
分
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
代
金
引
換
郵
便
は
、

受
け
取
り
を
拒
否
す
れ
ば
差
出
人

に
返
却
さ
れ
ま
す
が
、
郵
便
物
を

受
け
取
り
、
代
金
を
支
払
っ
て
し

ま
え
ば
返
金
で
き
な
い
、
と
郵
便

規
則
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

被
害
に
遣
わ
を
い
た
め
に
は
、

心
当
た
り
の
な
い
郵
便
物
は
、
そ

の
場
で
す
ぐ
に
受
け
取
ら
ず
、
家

族
に
確
か
め
る
な
ど
の
慎
重
さ
が

望
ま
れ
ま
す
。

雇
用
保
険
不
正
受
給
防
止
啓
発
月
問

平
成
元
年
日
月
1
日
～
平
成
元
年
日
月
3
0
日

「
雇
用
保
険
正
し
い
受
給
で
仕
事
に
J
U
M
P
′
」

●
雇
用
保
険
は
あ
な
た
の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す
。

●
失
業
給
付
は
正
し
く
受
給
し
ま
し
ょ
う
。

※
雇
用
保
榛
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
各
公
共
職
業
安
定
所
の
窓
口
へ
ど
う
ぞ
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